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平成２９年６月３日（土）、兵庫県教育会館ラッセホール（神戸市中央区）にて、「兵庫県女

性消防団員活性化大会」を開催いたしました。

消防団員の皆さまは、日頃からそれぞれの職業（会社員、自営業、公務員、大学生、主婦な

ど）に従事しながら、有事の際は消防団員として活動されています。中でも女性消防団員の皆さ

まは、きめ細かな視点や配慮を活かした、女性ならではの活動も多いことから、その活動の場は、

今後さらに拡大するものと期待されています。兵庫県内でも、５０７名（平成２９年４月１日暫

定）の女性消防団員が活躍されていますが、本大会は、県内の女性消防団員が一堂に集い、県内

外における活動事例発表などを通じて、今後の女性消防団員の更なる確保とその活動の充実を図

るため、兵庫県との共催により今回初めて開催いたしました。大会当日は晴天にも恵まれ、県内

女性消防団員や各消防団幹部等関係者４０４名と多くの皆さまに参加いただきました。

本大会の成果を今後に活かしていただくため、大会の記録を報告書としてとりまとめました。

女性消防団員の活動の更なる充実はもとより、女性消防団員の入団が県内に広がり、ひいては地

域防災力の更なる向上に繋がることを期待しています。
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本日、ここに兵庫県と本協会の共催により兵庫県女性消防団員活性化大会を開催いたしました
ところ、公私、何かと御多忙の中、数多くの関係者の皆様方に御出席を賜り心から御礼を申し上
げます。
消防団員の皆様方には日々住民の生命と暮らしを守るため、日夜、消防防災活動に御精励いた
だいておりますことに、まずもって深甚なる敬意と感謝を表する次第でございます。また、本日
は県内の消防団員のほか、横浜市旭消防団、奈良市消防団、そして広島市安佐南消防団の方々に
も御出演をいただくということで、高いところではございますが、心より御礼を申し上げたいと
思います。ありがとうございます。
さて、最近では地震や台風のほか、局地的に豪雨でありますとか竜巻、さらには火山の噴火な
どさまざまな災害が全国各地で頻発しており、いつどこでどのような災害が発生しても不思議で
はございません。また、昨年末から今年にかけまして、新潟県糸魚川市の住宅火災や埼玉県三芳
町での物流倉庫火災、そして福島県浪江町の山林火災などの大規模な災害が発生しており、改め
て火災事故の恐ろしさを痛感をいたしているところでございます。
今や消防団は火災だけではなく、さまざまな災害に対処する地域防災力の中核的な存在として
欠くことができないものとなってきております。兵庫県でも内陸活断層を震源とする地震や南海
トラフによる地震・津波の被害が懸念をされております。こうした中、住民の生命、身体、財産
を守る消防の役割はますます重要性を増しており、我々はより一層、強固な消防防災体制の構築
に努めていかなければならないところでございます。
兵庫県内には消防団が６２団ございます。全団員数は約４３，０００人で全国一の規模を誇っ
ておりますが、その数は年々減少傾向にあり、各消防団において必要な人員の確保が重要な課題
となっております。一方で女性団員は年々増加しており、現在500人もの方々が各地域で活躍をさ
れておられますが、他府県と比べますとまだまだ女性団員の占める割合は低い状態でございます。
これまでも兵庫県消防協会では女性団員の知識・技能の向上を図るための女性団員研修会を毎
年開催しておりますが、本日の大会は女性団員だけではなく各消防団幹部の皆さん、特に女性団
員を採用されていない消防団の方にも参加をしていただくことで、女性団員の更なる確保と活動
の充実を図り、ひいては消防団全体の活性化につながるのではないかと考えております。女性活
躍推進法が平成２８年４月に施行され、消防防災分野においても女性の活躍促進が求められてい
る中、本日の大会を契機として各消防団での取組みが進展されますことを期待しております。
結びに、本日お集まりの皆様方の今後ますますの御活躍と各消防団の発展を祈念をいたしまし
て、私の御挨拶とさせていただきます。
本日は御参加、本当にありがとうございます。

1　あいさつ

岸谷　義雄氏
（（公財）兵庫県消防協会会長）
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本日、県消防協会との共同により兵庫県女性消防団員活性化大会を開催させていただきました
ところ、県内から本当に数多くの皆様に御出席いただきました。また、岸谷会長から御紹介があ
りましたように、講師の方々には横浜、奈良、広島と遠くからお越しいただきましたこと、高い
席からでございますけれども、心より御礼申し上げます。ありがとうございます。
岸谷会長のお話にもござましたが、お集まりの皆さまには、地域における火災や自然災害の現
場におきまして、自らの危険も顧みられず救出救命にご尽力いただきますこと、心より敬意を表
させていただきます。
さらに、県内外で発生する様々な災害に対しまして、御支援を頂戴しておりますこと、心より
お礼を申し上げます。
最近、地方創生や地域創生という言葉をよく耳にされると思います。人口が減っていく、そし
てまた少子化、高齢化が同時に進む、そうした中で東京に人口や資産が一極集中する、一方で、
地方の弊害化、疲弊が出ている状況でございます。これをどうにかして取り戻すことが地方創生、
地域創生であり、地方が元気になるということです。地方に帰って来ていただく、人口が増える
ことも大事でございます。そのために、その地域が持っております個性や特性を磨き抜いて、地
域づくりを進めることが求められています。
兵庫県も多様な風土を持っています。本県の地域創生の１丁目１番地は県民の皆様の安全・
安心、日本一安全で安心で暮らしやすい県土をつくろうということが第１の目標でございます。
２２年前に、阪神・淡路大震災を経験し、その後の自然災害も幾多発生していますが、そうした
経験や教訓を培ってまいりました。こうしたことを県の政策の中に生かしていくためには、ハー
ド、ソフトの両面からの施策が必要だと考えます。
ハードの面におきましては、南海トラフの地震が予測されていますけれども、「津波防災イン
フラ整備計画」では、防潮堤や河川の堤防などの整備でございます。加えまして山地防災、土砂
災害対策としましては、県民の皆様の御理解を得まして、平成１８年に県民緑税を県税として創
設させていただきました。これに基づきまして災害に強い森づくりを進めさせていただいており
ます。おかげさまで整備をしたところでは、整備していない地域に比べますと、被害が少なかっ
たという効果も出ているところでございます。
一方、ソフト対策には、やはり自助、共助、公助の取り組みが求められています。自らの命は自
ら守るのが基本であり、災害時の情報を正しく迅速に伝えること、そして、「南海トラフ地震・津
波対策アクションプログラム」を策定しましたが、自らが災害に遭った時に、どのような行動をす
るのかというチェックも必要です。また、毎年の防災訓練の実施もその一つでございます。
加えまして共助という観点から申し上げますと、この３月に「ひょうご防災減災推進条例」を制
定させていただきましたけれども、災害時に援護が必要な方をどのような形で把握し、守るか、そ
のような仕組みも大事であると思います。そして、公助の中で皆様方の御活躍があると思います。
女性消防団ができましたのは、県下では昭和３６年でございます。今から５５年前になろうかと
思いますが、その場所は兵庫県の現在の香美町、美方郡旧美方町でございます。あの当時は、稲刈

荒木　一聡氏
（兵庫県副知事）
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りが終わりますと男性の皆さんは杜氏など、冬場は家をあけられます。そういったことから、地元
の皆様方の御婦人方が中心となりまして消防団をお作りになったのではないかと伺っています。
また、阪神・淡路大震災での経験も教えていただきました。芦屋市の事例で、懸命の努力の末、
女性の方を救出されたことがございました。救出時はお元気でございましたけれども、その後、し
ばらくしてから亡くなられた。この被災女性は救出された際、男性消防団員の皆さまに介護、看病
されました。その時、この被災女性は、十分、消防団員の皆様に自分の思いを伝えられなかったの
ではないか、そのような思いの中から芦屋市の女性消防団は発足したと教えていただきました。こ
のように、様々な場面におきまして皆様方の活躍はなくてはならないものだと思います。
そうした中で、女性団員の皆様は既に御紹介ありました、平成２５年には３５０人ぐらいい
らっしゃいましたけれども、おかげさまで平成２８年には５００人近くという形で増えてまいり
ました。本当にありがたいことでございます。そうした中で、いわゆる女性消防団員さんがい
らっしゃる消防団は６２団中３９団で、率にしますと６３％ぐらいです。若干全国より少ないと
いう状況でございます。また、女性団員さんがいない消防団は３割あると、こうしたことが課題
ではないかなと思っています。
今日はこうした課題を踏まえて大会が開催されます。本当にうれしく思います。この大会を通
しまして、皆様方がお持ちの課題ですとか、悩みを共有させていただきたいと思います。是非、
せっかくの機会でございますので、顔の見える関係として交流を深めていただきたいと思います。
こちらの舞台では男性ばかりですが、司会者、そして事例発表の方、全て女性でございます。本
当に女性が輝く大会ではないかと思っております。
最後になりましたけれども、兵庫県では県政１５０周年を迎えることになりました。また、お
かげさまで震災から進んでまいりました行財政構造の改革も、一応に目途が立ってきています。
こうした時期をとらえまして、県といたしましては安全・安心な社会づくりにつきまして、県も
頑張ってまいる所存でございますので、引き続き御支援、御鞭撻を申し上げたいと思います。少
し話が幅広くなりましたことをお許しをいただきまして、私の御挨拶とさせていただきます。
本日はどうもありがとうございました。

開会式の様子

岸谷会長　開会あいさつ 消防協会副会長

司会：
三田市消防団 女性班
班長 樽口 知加 氏

県幹部
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『消防団員確保の取組みについて』
～地域に根ざした消防団員確保対策～

横浜市旭消防団　団長

内田　隆氏

[横浜市旭消防団の状況と課題]
・横浜市は１８行政区で人口３７６万人。消防団は２０消防団、
消防団員の定員は８,３０５人です。旭区は市内西部にあり人口
２５万人。旭消防団の定員６５５人ですが、平成２７年４月現
在５５７人で、充足率は８５％でした。
・横浜市は今後３０年以内に震度６以上の地震発生確率が８０％
を超えており、首都直下地震も危惧されています。消防団に対
する期待は高まっており、定員充足率１００％を目指すことと
しました。
・旭消防団の課題には、①旭区内には若葉台団地などの大規模団
地が数カ所あり、消防団員がほとんどいないこと。②サラリー
マン団員が増加し平日の昼間に活動できる団員が不足しており、
③長年、居住地の団員確保に取り組んできたものの、定員に届
かない状況にある等の課題があります。

[消防団員の確保に向けた取組み]
・このような課題を踏まえ、若葉台団地に特化した消防団員の募
集活動を進めました。平成２７年８月若葉台団地で高層建物の
火災が発生しましたが、当日は若葉台団地周辺から団員が集結
し、要介護者の救護、哨戒活動等を行い住民の皆様から感謝さ
れました。
　しかし、既に若葉台団地は誕生してから３０年以上が経ち高齢
化が進み、災害時に不安を抱える方が増えている状況でした。
・そうしたなか、自治会や管理組合、消防署・団で構成する団員
確保プロジェクトを立ち上げ、自治会活動や夏祭り等での募集
に取組みました。その結果、平成２８年４月に１０人が加入し、
現在の２９人まで拡大しました。今後の活動は大規模団地に適
応した資機材の整備や新たな活動を模索していく予定です。

２　事例発表①（要約）
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[女性消防団員の確保の取組み]
・消防団員はサラリーマンが増加しており、平日の昼間に活動で
きる人員が不足し、女性消防団員の確保を進めました。
・まず、毎月１回、平日の昼間に女性団員の代表で構成する会を
開催し、女性団員の役割や活動内容、現状の課題等を検討しま
した。女性消防団員には、体力的に不安があること、平日の昼
間に時間がとりやすいこと、子育てを通じて身近な事故への対
応が可能なこと、女性特有のネットワークを活用できるなどの
意見がありました。

[女性団員にできること]　
・災害時に女性団員ができることは、①火災での負傷者や高齢者
などの救護、②火災現場やその周辺の住宅での家族構成に関す
る情報の提供、③大規模な災害時には本部要員として災害情報
やポンプ車の活動状況などの情報収集、④団本部や各班、各部
隊に伝達する任務等があげられました。救助資機材を使用する
体力はなくとも男性に手伝ってもらうことも可能なことから、
指導方法の習得も進めました。

[女性団員の活動]　　
・平日の昼間に小中学校や地域住民に対する指導、また女性団員
だけの訓練では、上級救命講習に加え、子供の事故を想定した
着衣泳訓練や災害情報の収集と無線機の取り扱い訓練、油圧救
助器具の取り扱い訓練なども実施しています。

[参加しやすい環境づくりとネットワークの活用]
・子育て中の女性団員が安心して訓練や教育を受けるためには託
児所の設置が欠かせません。旭消防団では訓練の際、保育士と
ベテランの子育て経験者による預かり所を設置し安心して訓練
を受けています。
・近所付き合いや子育て、地域活動等を通じて女性特有の様々な
ネットワークが構築されており、災害時はもとより消防団員の
募集などで活かされています。

[定員充足率１００%の達成]
・当初６６人であった女性団員が約２倍の１３１人まで拡大しま
した。今後は団員同士の顔が見える関係をつくっていくため、
年に何回か全体研修なども実施し、指揮命令系統を整えて、効
果的な運用ができるようなことを検討していく予定です。
・さらに男性団員も含めて定員６５５人の仲間を確保することが
できました。今後とも組織の活性化はもとより、地域と連携し
ながら住民の皆様の信頼と期待に応えられる消防団をつくって
まいります。
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[旭消防団の状況]
・旭消防団は、現在６５５名のうち女性団員が１３１名で２割を超え、横浜市２０団のうちで
トップです。消防団は人数が多くないと充分機能しないので、欠員のある団には女性に入団い
ただき、消防団員の皆さんを助けてほしいと思い本日この場に立ちました。

[女性団員確保の方法①]
・女性消防団員の入団を進めるためには、消防署、消防団の幹部の方々が、本気で女性団員を確
保したいと思わないと入りません。そのことを大前提に理解いただいた上で、これまでの２年
間、私が取り組んできた消防団員確保について話します。
・２つの方法があります。１つは、私たち女性消防団員は毎回約１０人のグループにより区内の
全中学校での、小学校の先生約４００名、そして青少年指導員、家庭防災員、保健推進員、ス
ポーツ推進委員、それから自治会役員さんたちへの救急講習、スタンドパイプや水消火器を使
用した初期消火訓練、あるいは救助訓練を実施しています。
・そうした活動では、団員さんは澄んだ水で泳ぐ魚だと思っています。例えば救急講習の中で、
消防団に向いてる方を見つけると、その方に近づき｢私よりもすごく上手ですよ。一緒に教えて
いきませんか。｣と声をおかけします。その時に必ず携帯番号を教えてもらいます。
・後日、私から電話するのですが、大体皆さん出てくれます。１人か２人までの面談で、｢消防は
地域防災力につながるし、何かあったとき、お子さん、おじいちゃん、おばあちゃん、家族は
あなたが守るのよ。｣｢すごくやりがいがありますよ。｣というような消防団の良さをお話させて
いただきます。また救急講習をしていますが実際に人を助けて表彰されたことを講習などで皆
さんに説明したりします。
・例えば家庭防災員や、スポーツ推進委員、自治会の集まりなどでも、お話しさせていただいて、
「そういうことならやってみよう。」と入団いただいています。

[女性団員確保の方法②]
・もう一つの方法です。先ほど若葉台地区に特化した取組みの話がありましたが、私は若葉台団
地の分団に所属しています。若葉台団地には元々消防団員がいない地区でしたので、３０名く
らい募集したいと、消防署長や分団長に、連合町内会長の許可をいただくようお願いしました。
連合長から行事の時に消防団が団員募集をしてくださっていいと了解いただきました。行事で
は、分団長や団員が２０名ぐらいで来られて、消防団テントを設置し、勧誘チラシや子供のお
もちゃなどを配って、募集しました。
・私は、活動服を着て、ドッジボールやグラウンドゴルフ、輪投げをして、皆さんと遊び、自治
会役員の方とも仲良くしました。お祭りでは、焼きそばやビールも売ります。私は孫を連れて
全部の店で買い物をしました。買うことも協力です。一生懸命な若葉台団地の役員の方たちと
仲よくなりました。

『女性消防団員の確保について』
横浜市旭消防団　副分団長

川原　秀子氏
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・まず最初にはスポーツ推進委員の会長さんでした。｢世話になってるから入るよ。｣、｢１人で入
ると心細いでしょう、２、３人連れてきてよ。｣と言うと、スポーツ推進委員の方が５名入りま
した。

[取り組みの成果]
・その後、子供会の会長さん、連合の事務局長さん、お祭りの世話役さん、その辺の皆さんも、
私が頼みました。一緒に連れてきた人も含めて、今のところ男性が２２名が女性は８名で３０
名入りました。この方法により、今では旭消防団は、入団待ちとなっています。入りたい方が、
定員オーバーで入れないような状態で、誰かやめる人が出るまで待ってもらう状態です。
・これからの課題は、入団の１年生、２年生の方を、一人前の消防団にすることが私たちの役目
だと思います。
・やはり私一人だけなく、女性団員の皆さん、出張所長さんの職員方、分団長さんの協力があっ
たからこそ、こうした多くの入団者数が達成できました。２年間で５０名や６０名くらい入団
したのではないかと思います。

[消防団幹部の強い思い]
・ご出席の皆さんも、１人でも多くの女性団員の確保いただいて、一緒に活動され、さらに地域
防災力を高めていただきたいと思います。本日は消防団幹部の方がたくさんいらっしゃいます
ので、地元へ帰ってから、｢俺たちが本気にならないと入らないんだ。｣ということを、どうぞ
団長さんとか副団長さんにお伝えください。よろしくお願いします。
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［川西市について］
・兵庫県南東部、東は大阪府池田市と箕面市、西は宝塚市と猪名川町、南は伊丹市、北は大阪府
能勢町と豊能町に隣接し、東西に狭く南北に細長い地形で、昭和２９年に１つの町と２つの村
が合併して誕生しました。

［平成５年　第１１分団　チェリーファイアー　発足］
・平成５年８月、女性のソフトさを消防団活動の目的として発足
し、愛称「チェリーファイアー」は、市木の「桜」と消防団徽
章「桜」から取ったもので、女性の愛らしさ、ソフトさを表現
しています。
・まず女性団員の募集は市の広報紙を通じ、川西市在住の１８歳
以上３９歳までの女性を対象として行い、面接、体力測定の選
考に合格した定員３０名で発足しました。
・主な入団の動機はさまざまで、制服に憧れた、身近で傷病者を発見した際の応急手当の必要性
を感じた、知り合いの紹介で興味を持ったなどです。現在は、主婦、学生、会社員など１９名
で活動中です。

［チェリーファイアーの主な活動］
・年間計画に沿って、月に一度の定例分団会議の開催をはじめ、
春、秋全国火災予防運動期間中の放水訓練、猪名川花火大会で
の水際警備、水防訓練など、地域に密着した活動、さらには市
民向け防火指導、救急手当などの救命講習会の進行や補助のほ
か、広報による啓発活動にも取り組んでいます。

［川西市ポンプ操法大会出場］
・川西市では２年に一度、消防操法大会を開催しており、平成
２８年には女性消防団員のチームを結成し、約２０年ぶりに小
型ポンプの部に出場しました。平成１３年全国女性消防操法大
会に県代表として出場した経験がありますが、今回は、大会要
綱に沿って、男性団員が使用している資機材を借りて出場しま
した。

『川西市女性消防団の活動事例及び
団員募集方法について』

川西市消防団　副分団長

加藤　英里氏

３　事例発表②（要約）
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・まず、練習は基本の礼式訓練からスタートし、操法では、正確に正しい操作ときびきびした動
作、女性ならではのしなやかさを発揮できる動きなど繰り返し行いました。
・結果は出場部隊２１部隊中、７位でした。男性団員たちに、とてもよい演技だったと言われ、
チェリーファイアーが一丸となって真剣に練習を積み重ねた結果、団結力をより一層強めるこ
とができました。

［普通救命講習会］
・私たちは、応急手当普及員の資格を取得しており、一人でも多
くのバイスタンダーを増やすために、様々な場所に出向き、講
習会の講師や救急救命士の補助にあたり、市民への指導を行っ
ています。
・平成２８年にはアステホールで開催された川西市消防本部によ
る普通救命講習会で、入門編の講師として参加し、市内の体育
会系の部活動に所属している中・高生を含む約１００名の市民
の方々に心肺蘇生の重要性や方法をレクチャーしました。

「男性団員向け普通救命講習会」
・平成２９年３月、約６０名の消防団員に対し普通救命講習会を
行いました。
・効果測定の際、講習会応用編として、①正しくパッドを貼れる
か、②倒れた人を救助するため周囲の人に協力要請できるか、
③ＡＥＤの電気ショックのボタンを押す際、倒れている人の足
をさすり呼びかける役を演じたり、体毛の処理が的確にできて
いるかなど救助者による安全の確認ができているかをチェックしました。
・最後は消防団幹部が傷病者役となり、男性団員同士が力を合わせて救助する形をとり、参加し
た団員たちにも好評でした。今後は、市民対象の講習会においても、応用編を取り入れたいと
思っています。

［一庫ダム周遊マラソン大会救護活動］
・このマラソン大会では、女性消防団結成時から数年間は、出発
時点の沿道警備でしたが、平成２７年度からはマラソンコース
途中の救護ポイントで、応急手当用具とＡＥＤを装備した、１
隊３名の救護チームで、ランナーの救護活動にあたっています。
・６０代の男性ランナーが転倒し、左のまぶたの上１㎝ほどに裂
傷を負った事案では、顔面から血を流しながら救護地点にたど
り着いた負傷者に対し、女性団員２名が、裂傷部分の消毒、圧迫止血を行いました。実践でも
落ち着いて処置ができるように、普段の活動から心がけていきたいと思っています。

［女性団員の減少］
・チェリーファイアー結成から２４年が経過し、当初３０名でス
タートしましたが、現在では定員を下回る１９名となり、人数
確保に苦戦しています。
・２４年間、団の年間行事はほぼ変わらないものの、女性団員に
は研修や講習補助などの依頼が少しずつ増えて、多い月では出
動日数が５日以上となり、団員数が少ないと、一人当たりの出
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動回数が増えるので、それが負担となる団員も出てきました。
・様々な方法で新規入団確保を呼びかけています。しかしまず、
女性団員の活動を知ってもらうことが必要だと感じています。

［団員確保の具体策］
・入団のきっかけは、親兄弟、知人、消防職員など様々な人から
の紹介が最も多いです。
　広く知ってもらうために市民が集まるお祭りなどのイベントに
出演し、消防クイズや紙芝居を披露した際に、消防団活動のＰ
Ｒと入団勧誘を行っています。
・入団の資格は、当初４５歳までとした上限の年齢制限は撤廃し、
勧誘の対象を、地域のボランティアに興味を持っている市民や
学生を中心に定め、友人同士誘い合って入団してもらえるよう、
イベントの機会が多い団員が別のコミュニティへ出向いて積極
的にＰＲしています。ティッシュペーパーに団員募集の折り込
みチラシを入れて配布したこともあります。
・また、幼年消防クラブのお子さんの保護者の方々に、消防団に
１日体験入団してもらい、防火や応急手当の知識を深め、保護
者の方々に多くのことを学び消防団のメリットを知ってもらう
機会を作っていきたいという意見があがっています。
・市の広報紙や新聞など各種メディアに取り上げていただいたり、常備消防と連携し、いろいろ
な場所でご縁を繋いでもらっています。
・結婚して市外へ転出するなど、環境の変化で退団せざるを得ない団員もおりますが、個々、
様々な家庭や職場環境にも対応し、団員が生き生きと活動できるように入団後もチームワーク
を考慮し、団員同士で交流するなどフォローを忘れてはいけないと思っています。
・お互いに助け合うことで、一人一人の団員が入団して良かった、また市民からもチェリーファ
イアーがいてくれて良かったと思われるような活動をこれからも続けて行きたいと思います。
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[啓発劇の概要]
ある家庭での嫁と「ばば」(姑)の日常の会話から始まります。
「ばば」の家事や行動から、３度も火災が発生してしまいます。そのたびに播磨町女性消防団
マスコットボーイ｢けすぞう君｣が登場。火と戦いを挑み、見事に消し止めてくれます。
｢けすぞう君｣が、天ぷら火災、たき火火災、ろうそく火災を事例にして、家庭内での火の取扱
いや火災を起こさない注意点などを、おもしろおかしく、そして、わかりやすく教えてくれます。
今回は、播磨町女性消防団が日頃から地域で実施している火災予防の普及啓発劇の一つを、披
露していただきました。

[天ぷら火災編] 
○「ばば」の天ぷら揚げ！
・「ばば」は、口うるさい嫁が外出した間に、久しぶりに鯛
の天ぷらを食べようと、台所で天ぷらを揚げ出しました。
・そこで、電話が鳴り、てんぷらを忘れたまま話に夢中に
なってしまいます。
・そのうち焦げ臭いにおいがしてきて、火事に気がつき、電
話を放り投げ、大騒ぎ・・・。
・｢消防車呼んでー。｣と叫ぶ！
○「けすぞう君」の登場！
・どこからか、「けすぞう君」が、消火器を持って現れ、火
と戦い、即座に消火してくれます。
・「けすぞう君」が、｢油に火を付けたらその場を離れない、
これは基本。電話や来客の時は火を一旦消すこと。｣、｢鯛
の焦げ焼きで済んでまだ良かったで。もう少しで「ばば」も火葬場要らずやった。火が出
たらすぐに消火器を使わな、あかんで。｣と厳しく注意します。

○「ばば」と「けすぞう君」が、消火器の使い方を練習！
・「けすぞう君」が｢使い方は、黄色いレバーを抜いて、ホースを火元に向けて、レバーを握
ること。｣、｢初期消火は逃げ道を確保してから始める。火柱が背丈以上になったら逃げる
こと。｣と使い方を説明し、自分の家に帰って行きました。
・「ばば」は、｢このすすだらけの台所は、誰が掃除するんや。｣とぼやきます。

[たき火火災編] 
○「ばば」のたき火！
・「ばば」は、庭の落ち葉を集めたき火をし、一石二鳥ということで、焼き芋を作ろうとし
ています。
・そこに風が吹き、落ち葉が舞い上がって火があちこちへ散ってしまい、大騒ぎ。

※動画が視聴できます。兵庫県消防協会ホームページ「女性消防団員活性化大会報告書」からYouTubeへリンク。

４　事例発表③（啓発劇①）（要旨）

『火は怖い～ゆきばあさん編～』� 兵庫県播磨町女性分団
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○「けすぞう君」またまた登場！
・またまた「けすぞう君」が消火器を持って現れてくれたおか
げで、消火完了。
・「ばば」は、「けすぞう君」から、こんな風の強い日に焚き
火なんてもってのほかと、お叱りを受けます。

○「ばば」、「けすぞう君」から初期消火を教わる！
・「けすぞう君」から、「火事の時は、まず大きな声で助けを
呼ぶこと、『火事だー』、『火事だー』と叫びながら初期消
火。」とアドバイスを受けます。
・「ばば」は、「嫁のあほんだら。」と大きな声で叫び、バケ
ツの水をまいて、初期消火を行いました。

○「ばば」、「けすぞう君」から火が衣服へ燃え移った際の対処
法を伝授される！
・衣服へ火が燃え移ってしまった時の対処を、「けすぞう君」
から聞かれた「ばば」は、「走り回って火をはらう。」と答
えます。
・「けすぞう君」から、「それでは火をはらった手を火傷して
しまうし、風に煽られ火の勢いが増してしまう。」と注意さ
れます。
・「けすぞう君」が、「もし服に火がついたら、走らずにス
トップ、止まって！ドロップ、倒れ込んで、ローリング、転
がって火をもみ消すんです。」「着衣着火で多くの人が命を
失われている。火には近づきすぎない、火力を調整する。衣
服に火がついたら、水の中へ飛び込むか、ストップ、ドロッ
プ、ローリングだよ。」と説明します。最後に「おばあさん、お願いですから家でおとな
しく昼寝でもしといてください。」と言い残して帰っていきました。

[住宅用火災警報器編]
○「ばば」住宅用火災警報器のおかげで命拾いする！
・「ばば」が、仏壇のろうそくの火を灯したまま、居眠りをし
てしまいます。
・ろうそくが倒れてくすぶりはじめ、警報器が鳴ります。
・「ばば」の目が覚め、少しパニックを起こしますが、身をか
がめ、鼻と口を押さえて窓を開け、消火器で火を消します。

○「けすぞう君」登場！
・「ばば」は、「『火事です、火事です。』と言って起こして
くれたのは、あんたかいな。」と聞きます。「けすぞう君」
は、住宅用火災警報器のお陰であることを伝えます。
・「けすぞう君」が「ばば」へ「住宅用火災警報器は、煙に反
応して火事を知らせてくれる便利な警報器で、平成１８年か
ら、皆さんの寝室に取り付けることが消防法で義務づけられ
ました。しかし、自分で購入して取り付けなければならない
ため、まだまだ未設置の家庭が多い。そんな中、お宅のお嫁
さんは、きちんと取り付けしてくれていたから、あなたの命
が助かったんですよ。」と説明をして帰っていきました。
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[啓発劇の概要]
尼崎家の食卓（お父さん、お母さん、消子（長女））の団欒から始まります。そして、突然
やってきた一人暮らしのおばあちゃんも加わり、尼崎家の一家全員で、「救急」について考えます。
尼崎家に訪れた救急隊員が、急病人が発生した際の１１９番通報の仕方や、救急隊員が到着し
た時の対応について、楽しく、わかりやすく教えてくれます。
さらに、最後に尼崎ファイヤーフェアリーズオリジナル防災の歌「一人ひとりの大切な命」を
手話の振り付きで披露していただきました。

[尼崎家の団欒風景]
○尼崎家の一人暮らしのおばあちゃん、日頃からの準備が必
要！
・尼崎家の家族が、食卓で団欒中です。「近年、大規模な災
害が多く発生し、防災だけではなく、救急も忘れてはいけ
ないんだ。」、「一人暮らしの高齢者の支援などは、自治
体で強化しているところもあるが、全国的にはまだまだな
んです。」、「尼崎家にも一人暮らしのおばあちゃんがい
るので心配だよね。」
・尼崎家に突然おばあちゃんがやってきました。おばあちゃんは、「日頃から入院セットを
用意し、怪我や病気に備えている。日頃どのような薬を飲んでいるかひと目で分かるよう
に、「お薬手帳」も忘れてはいけない。」、「私より、自分たち（尼崎家）のことは大丈
夫か？」と心配しています。

[１１９番通報のポイント]
○救急隊員登場！
・何が起こるか分からないから、防災についての準備が必要
です。そんな中、お父さんが「救急隊員」を呼びました。
・救急隊員は、現場へ到着した際、自分達がより早く適切な
処置を行えるように、１１９番通報の際の正しい通報の仕
方や状況説明が大切であることを説明してくれました。

○お父さんが倒れて、１１９番通報！
・お父さんが倒れたと想定し、訓練を行いました。消子が
１１９番通報します。「火事か救急か？」、「場所は？」、
「目標物は？」の質問に、やはり焦ってパニックになってしまいます。

○１１９番通報のポイント「あ・め・は・お・い・し・く」！
・舞台上に通報のポイントをまとめたボートが登場し、救急隊員が「あ・め・は・お・い・
し・く」の説明をします。

※動画が視聴できます。兵庫県消防協会ホームページ「女性消防団員活性化大会報告書」からYouTubeへリンク。

５　事例発表④（啓発劇②）（要旨）

『「１１９」今あなたにできること!!』� 兵庫県尼崎市ファイヤーフェアリーズ
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　「あ
・

わてず、明
・

確に、は
・

っきりと、落
・

ち着いて、今
・

いる場
所と、知

・

っている情報を、く
・

わしく伝えることが必要で
す。」、「落ち着いて通報できるよう、電話機のそばなど
にメモを置いておくこともおすすめです。」
・再度お母さんがチャレンジ、立派にこなします。

[救急隊到着時の対応]
○救急隊が到着、家族全員で挑戦！
・「お父さんしっかりしてー！！」、「救急車はまだなの－！？」
・救急隊員「倒れた時の状況と変化を教えてください。」家
族がそれぞれ、口々に話しますが、救急隊員には上手く伝
わりません。
・救急隊員「皆さん、『あめはおいしく』を思い出して、
やってみてください。」
・家族全員で再チャレンジ！救急隊員が「私たちが到着する
前に、何か変化は？」、「以前に手術したか、飲んでいる
薬はありますか？」何とか答えて、まあ、合格ということ
になりました。

[再び尼崎家の団欒風景]
○災害に備えて常に準備を！
・「きっと自分は大丈夫と思い込むのではなく、他人事だと思わずに、災害や事故に備えて、
常に準備をすることが大切です。」と、救急隊員からアドバイスがありました。
・正しい知識を身に付けることも大切だし、色々な情報に流されず見極めることも大切であ
ることを、尼崎家の人々は学びました。

[尼崎ファイヤーフェアリーズオリジナル防災の歌]
○尼崎ファイヤーフェアリーズオリジナル防災の歌「一人ひと
りの大切な命」を披露！
・尼崎ファイヤーフェアリーズ作詞、あまゆーず作曲のオリ
ジナルソングを、手話を交えて披露していただきました。
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［ＰＦＡ研修］
・奈良モデルと言われている各機関との合同訓練について発表し
ます。
・奈良市では、平成２６年度からＰＦＡ（サイコロジカル・
ファーストエイド）を学んでいます。私たち女性消防団員は、
日頃の活動は広報がメインで、火災現場に出動しません。しか
し、広報活動だけでよいのだろうか、未曾有の災害では市民の
お役には立てない、そんなジレンマを抱えていました。
・そんな中、自分達の思いを聞いて下さった職員さんが、ＰＦＡ
の講習があると教えてくださいました。
・早速、団長に相談したところ、「すぐに動きなさい。」との指
示があり、東京の災害時こころの情報支援センターへ出向き、
ＰＦＡ研修の開催となりました。
・他の女性団員から「よく男性団員さんの理解が得られないと聞
く。」とのことでしたが、奈良市ではそうではありませんでし
た。最初、ＰＦＡは、女性団員が対象でしたが、現在では男性
団員のほか、消防職員、学校の先生、地域住民も学び、昨年度
から子どもに対するＰＦＡ研修も開催されています。
・子どものＰＦＡ研修でとても印象的だったことは、災害発生後、
子どもたちの遊びで災害ごっこが見られるそうです。地震では
机をがたがた揺らしたり、ぬいぐるみを寝かせてお花を手向け
たりします。
・私なら、この子ども達には、違う遊びに変えようとしてしまう
かもしれません。しかし、災害ごっこは、子どもたちがもとの
状態に戻るための大切なプロセスなのです。災害ごっこの仲間
に入り、「地震なら頭を守ろうね、津波なら一緒に高いところへ逃げようね」と導くと聞かさ
れ、大変衝撃を受けました。
・ＰＦＡとは、災害で受けたストレスや心の傷を治療するのではなく、専門機関へ繋ぐための、
心の応急処置です。
・ＰＦＡ研修の講師としてお世話になったＤＰＡＴ災害派遣精神医療チームのお医者様とご縁が
繋がり、ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ、奈良市消防団による合同訓練が実現しました。

『「奈良市消防団」～活動紹介～』
━ＰＦＡ研修、奈良市消防団を

中核とした合同訓練━
奈良市消防団　班長

石田　裕子氏

６　事例発表⑤（要約）
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・女性消防団員のＰＦＡを学びたいという小さな声が、消防団の
みならず、たくさんの関係機関との合同訓練に繋がりました。

［奈良市消防団活性化大会］
・奈良市は平成２４年度から奈良市消防団活性化大会を開催して
います。
・第１回、第２回は消防団の活動を市民に知っていただくため、
会場のホールで活動紹介を行いました。第１回大会では、舞台
で操法を披露し、選手のお子様が客席から終始「パパ、格好い
い」と叫ぶなど、ほんわかした操法となりました。開会式は、
中学生のブラスバンドを先頭にパレードが会場に入りスタート
し、各分団の特徴を活かしたラッパ隊の演奏、活動報告、物ま
ね、カラーガード演技などを行いました。
・第３回の平成２６年度は、奈良ロイヤルホテルを全館貸し切り、
震度７の地震を想定した奈良市消防団、ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ合
同訓練を実施しました。
・客室を家屋、宴会場を避難所に想定し、活性化委員と、被災者
役の演技者以外は何も知らされないブラインド訓練でした。救
助に来た男性団員は、家から出たくない住民に心底困っていま
した。また、外国人観光客や、アルコール依存症の方など、対応の方法が分からず、あたふた
しているうちに訓練は終わりました。訓練後、振り返りも行いましたが、正直、答えが見つか
らないままでした。
・平成２７年度の合同訓練は、近鉄様のご協力により実際に電車を走らせ、列車事故を想定した
訓練でした。近鉄の体育館が避難所の想定で、被災者役の方に声をかけるなどの対応に追われ、
同じ方に何人もの団員が同じことをお聞きしたなど、今回の訓練も反省点が多く残りました。
・２度の訓練を終え、私たち女性団員にできること、本当にやるべきことに悩んでいたとき、災
害を経験された広島市安佐南消防団の西部隊長からお話を聞くことができました。お話では、
とにかく避難所の掃除をしよう、衛生管理、感染予防などを行うということでした。
・このお話に、心を打たれました。普段の家族への行動が私には思い浮かばなかったことに驚き
ました。
・平成２８年度は小学校をお借りして、土砂降りの雨の中の訓練でした。救助訓練の場でも男性
団員同士のＰＦＡの設定がブラインドで準備され、倒壊家屋の中で埋もれていた子どもが、自
分の子どもと重なって動けない団員にどのような対応をするかという内容でした。また、体育
館では自主防災組織の方々と、避難所開設や運営に取り組みました。
・自分は、回を重ねていく中で、ＰＦＡの最終目的である、繋ぐところに重点を置き、色々な要

望を訴えられる被災者役の方に対して繋ぎ先を考
えながら、対応するようにしました。
・実際に災害が発生した際に、同じ対応ができる
とは思えないので、訓練を重ねる大切さを実感し
ました。
・私たち女性消防団員にできること、掃除をはじ
め、人の嫌がることを率先して行うことではない
かという気づきを心にとめ、この経験を色々な場
所で活かしたいと思います。
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［奈良市消防団の概要］
・奈良市は、東西南北４方面隊、２２分団で構成され、定数は１，０００名。
・平成２８年度、４方面隊の隊長、副隊長、そして各分団長、合わせて３０名で団員確保につい
てアンケート調査を行いました。
・アンケートで、消防団応援の店制度を取り入れてはとの意見があり、準備を進めています。

［授業に防災教育　小中一貫教育でバイスタンダーＣＰＲの育成］
・学生の時から防災、救命を意識づけする仕組みをつくるため、
平成２７年度からは小中学校一貫の教育モデル校に防災救命授
業を組み込み、消防団員が指導しています。
・開始当時の校長先生は、平日の昼間有事の際は、地元の中学生
が自分の町を守らなくてはならないという意識づけを行い、防
災力と救命力を義務教育期間中に生徒に教育し、卒業後には、
地域へお返しするとの熱い思いをお持ちでした。こうして各団
体や地域が一丸となり、小中一貫教育でバイスタンダーＣＰＲ
の育成が実現しました。
・昨年度のカリキュラムでは、幼稚園２年間も含め、成長に合わ
せながらトータル１１年間にわたるものとなっています。
・幼児期は紙芝居や体操で大切な命の守り方を楽しく指導するもの
で、消防職員も同行し、幼稚園での消防車の見学は大好評です。
・小学１、２年生の低学年期には「こんなときどうする」と題し、
学校で地震が起こり、避難をし、次は火事、蜂は飛び、雷が鳴
る。「なんて日だ劇場」をクイズ形式で行います。最後にはも
くもくチャレンジャーと題し、授業会場の体育館でシーツを火
災時の煙に見立てて、子ども達を教室に戻らせます。
・小学３，４年生の中学年期は、防災センターでの防災体験の課
外授業と１１９番通報の方法について、人気キャラクターをナ
ビゲーターにしたスライドで指導します。
・小学５、６年生、高学年期は、助けられる人から助ける人にな
るための、応急手当、救命を進めます。５年生は、実際に子供
用ライフパックを使用し心肺蘇生を体感し、６年生は、成人の
講習と同じ内容の応急手当、救命を行います。ここまでの講師
は消防職員の救命士で、消防団員は実技をサポートします。
・中学生の授業では、地元の男性消防団員にも出動をお願いして
います。平成２８年度に男性団員へ声がけしたところ、協力し

『━義務教育の授業で
バイスタンダーＣＰＲの育成━（要約）

奈良市消防団　分団長

河内　美粧氏
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てくれることになり、男女共同参画の年間行事が増えました。授業の最後には、当分団が考案
した、「やまとなでしこ体操」を全員で行います。
・消防団員による授業の指導は、「消防団を知ってもらうこと」、「有事に備えて顔の見える関
係づくり」と自負しています。
・小中一貫教育でバイスタンダーＣＰＲの育成は、現在、一つの中学校区だけですが、この取組
が奈良市全校区へ広がれば、将来奈良市の公立中学校を卒業した市民は、救命現場に居合わせ
た時、心肺蘇生を行える人となり、「我が町を守る　住民の命を守るヒーロー」になれると私
どもは確信し、防災力、救命力、日本一の奈良市となる一翼を担えればと思っています。
・第１８回全国女性消防団員活性化秋田大会（平成２４年）では、やまとなでしこ体操を披露し
ました。続いて、子ども対象のちびっ子防災体操も作りました。

［消防団のＰＲ］
・当分団は、広報紙なでしこ新聞を発刊していますが、市の広報紙にも消防団を取り上げていた
だきました。
・コミュニティＦＭ（ならどっとＦＭ）へ出演し、消防団活動紹介、出初式、若草山の山焼きの
案内もしました。
・平成２８年度の当分団が提出し
た活動点数は、規律訓練、研修、
打合せや練習を含め、１８９点
でした。今年度も市民のお役に
立てるよう頑張ります。

［若草山山焼き警備］
・日頃は火を消すことが使命の消防団員が毎年１月の第４土曜日
には、堂々と山に火を放つ行事です。澄んだ寒空に打ち上がる
花火の後、一斉に点火される様は厳かですが圧巻です。
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［広島市消防団の概要］
・広島市消防団の組織は、８行政区に分かれ、８消防団となっています。そして、私が所属して
いる安佐南消防団には、女性消防隊が２１名在籍しています。

［広島豪雨災害］
・２０１４年８月２０日の豪雨災害のメカニズムは、バックビルディング現象によるものです。
暖かく湿った風による乱気流が上昇し、次々に積乱雲を発生させました。積乱雲が同じ地域に
長く留まったため大雨が続き、ま
た爆発音のような雷も何度も鳴り
ました。避難指示や避難勧告が出
ましたが、このような時は怖くて
怖くて外へ出られません。その時
は夜中の１２時ですが、真っ暗な
のに稲光がずっと光っていて、部
屋の隅々まで明るかったのです。

［被害状況］
・安佐南区から安佐北区にかけて、バックビルディング現象が留まりました。
・たくさん土砂災害が発生しました
が、同じ場所で浸水も発生してい
ます。
・人的被害は、八木地区が５３名と
最も被害がひどく、全ての地区あ
わせて７４名という尊い命が亡く
なりました。
・山本地区は２名ですが、土砂災害
発生の一報は３時頃でした。ここ
では２名の幼い子どもが１階に寝
ていて被害に遭いました。
・可部地区は死者６名です。消防職
員の殉職も含まれていますが、３

『その時　女性隊にできることは』
広島市安佐南消防団　分団長

西部　美千代氏

７　講演（要約）
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歳の子どもと一緒に流されました。見つかった時には、しっかり幼い子どもを抱きかかえたま
ま、本当に最後の最後まで職務を全うされました。本当に涙が出る殉職でした。
・八木地区、県営緑が丘地区は、谷筋からの土砂により、多くの家が流されました。また、県道
や、ＪＲ可部線も土砂でストップしました。
・指定されていた避難場所には、早朝から住民が行きましたが、土砂で何もできず、開設も遅れ
たということです。
・山裾に近い住宅街には、人間の２倍も３倍もある、建設機械でも動かせないような大きな岩が
簡単に何十も雨水で流されてきました。
・このような危険な場所で、行方不明者を捜索しなければなりません。大量の土砂ですから、本
当に地道な手作業となりました。

［当日の消防団活動］
・発災当日、８月２０日の消防団の活動ですが、まず３時３０分、山本地区より２名の幼い子ど
もが亡くなったとの一報を受けて、広島市災害対策本部が設置
されました。
・３時５５分に安佐南消防団団本部、４時００分に安佐北消防団
団本部が設置されました。この頃には安佐南から安佐北に通じ
て災害が発生していたものの、女性消防隊には連絡はありませ
んでした。
・４時５５分、安佐南消防団が集結完了。大変な被害であること
から、市内４消防団に応援が要請されました。
・この日の災害は尋常ではないということで、私も朝から女性消
防隊にも何かさせてくださいとの思いで、消防署へ駆けつけま
した。１５時００分に避難所支援活動が決定され活動を開始し、
１９時３１分に活動が終了しました。
・男性消防団８団に他の分団が加わり５６４名が集結し、車両に
積載している資機材を確認後、災害現場の出動準備を行いまし
た。

［行方不明者の捜索状況　手作業で土砂を掘り出した！］
・災害現場では、最初は長靴でしたが、長靴は土砂が軟弱でずぶずぶと入るので、抜こうとすれ
ば長靴が残り、足だけ抜けるような状況でした。そのため、安全靴を紐でくくり、靴が脱げな
い状況で出動し、現場ではさらにガムテープで補強したと聞いています。
・急斜面でも多くの男性団員が手作業で土砂を掘り出し、行方不明者を捜索しました。石や泥を
取り除く手袋は、本来頑丈なものですが、一日で破れるほど大変な作業だったと聞いています。
・建設機械が入らない地域での活動は、全て人力となり、消防団の献身的な活動とマンパワーに
多くの住民が賞賛しました。
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［多くの市町が応援に！］
・広島市近隣から多くの消防団員が駆けつけ、献身的な活動をし
ていただきました。
・多数の市町が集結して活動することは全国的にも珍しく、とて
も大きな力となりました。

［最後のおひとりが発見されるまで！］
・９月１０日、最後のお一人がなかなか見つからず、一斉捜索が行われました。
・消防、警察、自衛隊が協力して実施しました。河川敷では腰まで水につかりながら捜索し、絶
対に諦めないという強い意思を持って皆が一致団結して頑張りました。

［主な被害状況］
・人的被害は、死者７７名を含む、１１８名となっております。
物的被害は、全壊１７４件を含む、合計３，０８０件です。過
去の土砂災害と比較しても甚大な被害となりました。

［消防団員の延べ活動人員］
・男性団員は、８月２０日から９月１０日の２２日間、延べ３，
８２０名、女性消防隊員は、８月２１日から９月１９日の３０
日間、延べ３１９名が活動しました。また、９月８日から９月
３０日の２３日間、避難勧告が継続されましたので、男性団員
２７８名が活動しました。
・熊本地震でも聞かれましたが、そうした空き巣被害などが増え
ておりましたので、地元の消防団が赤色灯を回しながら地域を
練り歩き、住民の安心・安全に務めました。延べ４２日間で、
４，７０７名が活動しました。

［女性消防隊に何かできないか］
・広島には温暖だから大規模災害は来ないと思っていた、そんな折の災害でした。
・朝、主人から私の家の近くも土砂災害が起きたことを聞きました。主人から、「あんたは消防
団で何かしなければならないのじゃないか。」と言われ、背中を押されました。
・土砂災害のお宅を見にいくため、外に出るやいなや、土砂がす
ぐそこまで来ていました。電信柱も倒れていて、私たちの町の
様子が一変していました。
・消防団からは何も連絡は無い。そこで私はまず、女性消防隊員
の安否確認を行いました。地域の皆に、どうなっているか聞い
てみようということで、連絡網を取り出しました。団長さんと
は全く連絡がつきませんでしたが、女性隊員とは安否確認が出

77人

8人

36人

121人
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来たので、待機していてほしいと伝えました。
・次に私は消防署へ行きました。案の定、署内はごった返してい
ました。私も現場へ出てくれということで、男性団員と女性隊
員の４名で現場へ行きました。
・現場は、田んぼのような状況でした。車も渋滞し消防車もサイ
レンを鳴らしても現場に入れませんでした。一方、空はヘリコ
プターがゴーゴーと音をたてていました。人命救助のヘリもい
ましたが、マスコミのヘリもありました。マスコミは情報を知らせる必要があることは分かり
ますが、人命救助を優先にして欲しいとつくづく感じました。
・現場の甚大な被害を目の当たりにし、私たちも何かしなければ
ならない、何かしたいという思いがさらに大きくなりました。

［避難所、支援活動を開始］
・そうしたなか、消防局から、避難所の支援活動をしてみないか
と言われ、避難所として開設された佐東公民館と八木小学校の
２か所に分かれて支援活動に入りました。
・避難所には人がいっぱいで、私たち女性消防隊には、マニュア
ルも無く、何をして良いか分からず、公民館の館長さんも同様
の状況でした。避難されている方々は、段ボールや毛布を敷い
て場所を確保し、不安な時間を過ごされていることは、見て分
かりました。

［避難生活者の衛生面に配慮］
・まず考えたのは、ゴミの整理です。公民館内は土足の出入りなため、ドロドロでした。これを
踏まえながら、ゴミの整理から始めました。
・８月ですので、大量のゴミからハエや臭いが充満することを考
え、一日数回となく搬出し、避難生活者の方の衛生面に配慮し
ていきました。
・土砂は乾くと埃っぽくなります。とても不衛生なので、広い体
育館では、皆が数珠つなぎとなり、一斉の雑巾がけでに掃除す
るというふうに工夫しながら取り組みました。
・土砂の進入を防ぐため、とにかく皆で拭き掃除を行い、消毒も
欠かさず行いました。出入口に消
毒液に浸したバスタオルを敷き詰
め、土砂の進入を防ぎました。エ
レベーターのボタンの消毒も行い
ました。
・トイレ掃除には特に力を入れまし
た。便器、扉、取っ手、手すり、
床に至るまで、拭取り消毒を行い、
臭いもなくなりました。屋内だけ
ではなく、外の仮設トイレも同様
に行いました。毎日毎日、トイレ
の掃除を欠かさず行いました。
・せき込まれる方もいたので、洗
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面台でうがいの敢行を勧めたり、女性やお年寄り用の救援物資を分かりやすく、女性の目線に
立った気配りをし、優しく配置させていただきました。

［情報掲示板］
・避難所での生活は、情報交換がとても重要です。各避難所の情報、入浴、炊き出しの案内、病
院、診療の案内、希望の品物の発注状況等、あらゆる情報を掲示板へ書き、お知らせしました。

［段ボールベッドの組み立て］
・避難生活が長期にわたるということで、避難者の方々にとって
は、床に直接段ボールを敷いての生活が、先の見えない不安と
ストレスで疲れ果てておられました。そんな中、段ボールベッ
ドが２００個入ることになり、女性消防隊が搬入から組立てま
で引き受けました。
・段ボールベッドはなぜ強度があるか、シングルベッドは１２個
の段ボールでできていて、それぞれ斜めに板が入っていて強度
を増しています。
・組み立てられた段ボールベッドを家族分つないで、相談に応じ
ながら組み立て、仕切りもでき、プライベートも守られるよう
になりました。
・「起き上がりやすく、もう身体が痛くならない。」と被災者の
方が喜ばれた顔が今でも忘れられませんし、女性消防隊で良
かったとつくづく感じました。

［避難者に分かりやすい救援物資の仕分け］
・救援物資が次々に送られてきました。一つずつ、女性消防隊が
サイズを確認して整理したり、どのような服か一目で分かるよ
うにしてから展示させていただきました。佐東公民館ですから、
ブティック佐東と名付けて、皆さんに喜んでいただきました。

［避難者の方への問いかけ］
・女性消防隊がいつも忘れないように心がけていたことは、避難
者への問いかけでした。
・「何か困ったことはないですか。」、「お身体の調子はいかが
ですか。」と聞き、被災者の方の目線に立った活動を続けてい
くうちに、私たちを心待ちにしてくださるようになりました。

［女性消防隊員スマイル］
・「活動服を着ているあなたたちが来ているから、本当に心強い。
明日も来てね。」と、喜ばれている顔が今でも思い出されます。
・４月に入団した女性隊員が、８月には即戦力として頑張って
いただきました。地元の人から、「あなたの笑顔に救われた
よ。」と励ましていただきました。
・この活動服を着ている安心感もありますが、団員同士で集まっ
て話をしていると目立ちます。相談したり、ひと時の休憩をと
る際や、区役所の方との避難所運営についての相談なども、人
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ただいま御紹介いただきました、神戸市灘消防団分団長の下西直
子でございます。
神戸市灘消防団では、９月３０日に秋田県で開催されます第２３
回全国女性消防操法大会に向けて、出場団員を中心に一生懸命訓練
をしているところでございます。兵庫県代表としまして、ますます
努力し、一生懸命頑張ってくることをここでお約束させていただき
ます。ありがとうございます。
それでは閉会の言葉を申し上げます。本日の大会の成果として、兵庫県内の女性消防団員が更
に増え、そして各消防団において女性消防団員がより一層活躍されますことを心より祈念し、本
大会を閉会といたします。

神戸市灘消防団　分団長

下西　直子氏

目のつかないところで行いました。

［日本消防協会会長　激励］
・日本消防協会の会長さんも激励に来ていただきました。長期に
わたる広島市の消防団の活動を高く評価していただき、励まし
てくださいました。

［館長からお礼の手紙］
・活動終了後、館長様を始め、職員一同様から「館内の掃除をはじめ、様々な活動が避難された
方々の心に安らぎを与えてくださいました。」と心温まる手紙をいただき、避難者の方だけで
はなく、同じ立場で活動した方々からも賞賛を受け、女性隊員全員が活動して本当に良かった
と感じています。
・この活動を通して、広島市各区の女性消防隊は垣根を越えた横
の繋がりができ、大変大きな絆となりました。私たち一人では
何も出来ませんが、ここにいらっしゃる皆さん、そして全国の
女性消防隊の力は本当に大きなものだと思います。
・それぞれ知恵を出し合えば、多くの避難者の方の力になれると
実感したところです。
・至るところで災害が発生していますが、男性団員はハード面、
女性隊員は心のケアや避難所支援活動などのソフト面で、双方
の活動を両立させてこそ消防団活動ができると思います。
・女性消防隊は不要であるという考えを持っておられる男性幹部
の方がおられたならば、今日、女性にもこうした大きな力がた
くさんあることを感じていただけたと思います。

８　閉会のことば
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『消防団員確保の取組みについて
～地域に根ざした消防団員確保対策～』
内田　　隆氏（神奈川県横浜市旭消防団団長）
川原　秀子氏（神奈川県横浜市旭消防団副団長）

事例発表①
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事例発表②

『川西市女性消防団の活動事例及び団員募集方法について』
加藤　英里氏（兵庫県川西市消防団副分団長）
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『「奈良市消防団」～活動紹介～』
石田　裕子氏（奈良県奈良市消防団班長）
河内　美粧氏（奈良県奈良市消防団分団長）

事例発表⑤
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『その時　女性隊にできることは』
西部　美千代氏（広島県広島市安佐南消防団分団長）

講演
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女性消防団員活性化大会アンケート結果

女性消防団員の部

・大会参加者数　　　　女性消防団員１８８名
・アンケート回答数　　女性消防団員１６０名

１　所属する消防団の活動について
⑴　女性団員の活動状況について
①　活発に活動している　　　　回答数６６　　
②　時々活動している　　　　　回答数７２
　【主な活動内容】

・市民救命士講習、地域の行事への参加、幼稚園などの避難訓練
・高齢者宅訪問
・男性団員と同じ訓練、CPR講習など
・広報活動
・啓発劇
・操法訓練
・夜間巡回、防火パトロール
・手話講習
・献血事業
・広報誌作成（消防本部と連携・協力して企画を行う）
・避難所運営ゲーム（HUG）講師
・出初式のラッパ演奏
・水防訓練

③　あまり活動していない　　　回答数８　　　　
④　活動していない　　　　　　回答数２　　　　　　※未回答１２
　【活動が進まない理由】

・仕事と活動日との調整が難しい
・少人数のため、集まる機会がなかなか無い

２　兵庫県女性消防団活性化大会について
⑴　大会について
①　大変有意義であった　　　　回答数８５　
②　有意義であった　　　　　　回答数６０
③　あまり有意義ではなかった　回答数０　
④　有意義ではなかった　　　　回答数０
⑤　どちらでもない　　　　　　回答数１　　　　　　※未回答１４
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⑵　特に参考になった事例発表、講演について

発表者名・団 参考になった内容

横浜市旭消防団 ・団員の勧誘方法が具体的に知ることが出来て良かった。
・色々工夫をされ、熱心に消防団員確保に取り組まれていることが分かっ
た。
・託児所について参考になった。団員や職員の意識次第で新入団員も増え
ると感じた。（「団幹部が本気で望むこと」の言葉が印象に残った。）
・救助などについては、自分の所属では見聞きしたことが無い内容なの
で、興味深かった。

奈良市消防団 ・災害後の心のケア
・女性団員が、どのような活動を行うことができるのか、よく分かった。
・地域、団体との合同で実地訓練をくり返すことで、行動や知識が身につ
くと思った。
・子ども達への防災教育は、全ての都道府県で導入するべきだと思う。
・幼、小、中と一貫した消防救急指導はすごいと思った。
・PFAとは、初めて聞く用語でした。女性が特に活躍できる活動だと思
う。

西部美千代氏 ・避難所活動
・災害時に何ができるのかというところ。
・実際の避難所での活動（具体例）をお聞きできたところ。
・心にぐっときた。女性消防団員にしか出来ない活動だと感じた。

播磨町消防団 ・尼崎市消防団もそうだが、おもしろさの中にしっかりとした内容が組み
込まれていたこと。
・楽しく知識を得ること。今後、自分たちも取組みたいと思う。
・感動した。内容が分かりやすい。
・消火器が３種類あることを知らなかったので、参考になった。

尼崎市消防団 ・手話付きで歌を歌う。
・内容が分かりやすく大変良かった。
・歌がすごく良かった。
・心に響く歌で、胸が熱くなりました。
・女性消防団員の歌として、もっと広く広めたい。
・歌を全員で歌えるようになりたい。
・劇は少し早口で分かりにくかった。
・歌の振付（手話）を真似したい。
・兵庫県の皆で、この歌と振付を広めていきたい。

全 て ・自分が新入団員なので、女性消防団員の活動内容を知るとても良い機会
となった。使命を持って活動をされている姿を見させていただき、感化
された。
・防災の伝え方、いざとなった時の動き方、行動の大切さを学ぶことがで
きた。
・自分たちの使命感を刺激された。
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３　消防団活動に関する意見等がございましたら、自由に記入してください。

意　見 ・女性消防団員の活動を市民にもっとPRする必要があると感じる。日々の知識等を
もっと身につけていきたいので、研修等がもっとたくさんあればと思う。
・どの発表も学ぶことが多く、質問してみたいこともたくさんあるので、もっと深
く聞くことができる時間をとって欲しい。
・消防団員以外の方々にも活動を発表できる機会が欲しい。
・機能別消防団を積極的に取り入れることで、活動しやすくなり、消防団員確保に
繋がると考える。
・消防団員カード（消防団応援事業所）を使う機会が無い。
・自然災害に加え、テロの発生やミサイル攻撃に備えた訓練の必要もあると考え
る。
・女性消防団員の操法大会も県大会を開催することで実力も自信もつくと思う。

感　想 ・健常者だけではなく、障害のある方、ハンデのある方にも防災、救急などの知識
を持ってもらうことも必要なのではと思いました。
・実際の災害時の女性団員の活動について知ることができ、今後やるべきことを考
えるきっかけになった。このような機会がまたあるなら参加したい。
・各地域の活動が分かり良かった。女性消防団員の活動の幅が広がればと思う。
・消防団員を確保するのに、どこも大変だと感じた。
・現在、女性としては活動をしていないため、いつも男性団員の裏方のみだった
が、活動の仕方は色々あることを知ることが出来た。機械の操作など、自分では
使用することは出来なくても、使い方は知っておくべきだと思う。人に教えられ
るようにもしたい。
・どのようにしたら活動をPR出来るのか考えたい。
・女性消防団としての活動は、いくらでも工夫の余地があることを学ばせていただ
いた。
・所属団員の数、各市町の時間、予算に限りがあるのが現状。
・入団して間もないが、活動するエネルギーを貰えた大会だった。

要　望 ・もっと、情報を伝えあえたらと思う。自分たちの活動に対する刺激を一杯もらえ
た。できたら、この大会のDVDを貰えると嬉しい。
・定期的に活性化大会を行って欲しい。情報交換ができるような場が欲しい。
・PFAの研修を受けたい。
・DMAT、DPATとの合同訓練に興味がある。
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男性消防団員の部

・大会参加者数　　　　男性消防団員１４０名
・アンケート回答数　　男性消防団員１０６名

１　女性消防団員について
⑴　女性団員の入団状況について
①　女性団員がいる　　　　　　回答数７６　　
②　女性団員はいない　　　　　回答数２９　　　　　※未回答１

⑵　女性団員が入団している消防団の方にお答え願います。
　　女性団員増員の取組みについて
①　取り組んでいる。　回答数　５９
　【取組み内容】

・地域内イベントで活動時に広報を行う
・独居老人宅訪問
・HUG訓練
・小中学校への消防訓練等で声かけ
・知り合いへの声かけ
・活動内容を紹介したチラシの作成
・大学へ協力依頼し、女子学生の入団促進を進めている
・ケーブルテレビなどでPR

②　特に取り組んでいない。　回答数　１４
　【理由】

・団員数の定数があるため
・現団員のネットワークのみ
・組織的に動いていない
・意識が低い
・幹部が新体制になり、日が浅いため

※未回答　３

⑶　女性団員が入団していない団の方にお答え願います。
　　※○印が無くても、理由を記載の場合は回答数にカウントしています。
　　 　女性団員の入団について
①　女性団員の入団を予定している。　　回答数　３（篠山市回答１、加東市回答２）

市町名 入団予定

篠山市 平成３０年４月頃

加東市 ２年以内
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②　女性団員に入団して欲しいが、進んでいない。　回答数　１５
　【進まない理由】

・現在協議中
・これからの人員募集
・活動方法が分からなかったが解決した
・女性団員の役割が不明確であるため
・女性団員を受け入れる体制が出来上がっていない
・入団条件を検討中
・勧誘方法、活動内容のあり方
・各分団にアンケートを実施したが、その後経過についての総括が無い
・広報不足
・募集はしているが、入団までいたらない

③　女性団員の入団は考えていない。　　回答数　１１
　【理由】

・今後検討したい
・諸問題があるが考えていきたい
・定数を満たしているため
・必要性を感じていない
・女性が入団するという発想が無い（※改める必要があると感じた。）

※女性団員の入団は考えていないとの方針であったが、今回の活性化をとおして、検討して
いく方向性も模索していうという回答が２消防団あった。（宍粟市、福崎町）

２　兵庫県女性消防団活性化大会について
⑴　大会について
①　大変有意義であった　　　　回答数５３　　　
②　有意義であった　　　　　　回答数４５
③　あまり有意義ではなかった　回答数０　　
④　有意義ではなかった　　　　回答数０
⑤　どちらでもない　　　　　　回答数１　　　　　※未回答７

⑵　特に参考になった事例発表、講演について

発表者名・団 参考になった内容

横浜市旭消防団 ・幹部が本気の心を持ち対応する。
・団員確保の具体的な行動の数々は参考になった。

奈良市消防団 ・幼稚園から中学生まで、一貫した防災教育に取り組まれているところが
すごいと思う。
・地域防災の充実
・PFAの専門的知識、活動報告
・女性ならではの取組視点
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西部美千代氏 ・男性はハード面、女性はソフト面で、両方とも協力しているところがす
ばらしい。
・災害現場での実際の活動
・避難所開設について
・女性の視点に立った心配り

川西市消防団 ・団員募集方法
・一年間の予定表があり、操法大会へ参加するなど、男性団員に負けない
活動がすばらしい。
・後方支援だけではない活動がすばらしい。
・女性のみの分団編成や活動事例、募集事例が参考になった。
・入団してからの指導、活動の方法が積極的である。

播磨町消防団 ・楽しく知識を得ることができる。
・完成度が高い。

尼崎市消防団 ・完成度が高い。

３　消防団活動に関する意見等がございましたら、自由に記入してください。

意　見 ・尼崎の歌が兵庫県内に広まると嬉しい。
・女性消防団にどこまでのスキルを求めるのか。地域差もあるので、難しいかもし
れない。
・会社員でも十分活動していけるスケジュール等の確立を検討しなければならな
い。

感　想 ・短い時間であったが、多くの発表を聴かせていただき、感謝している。
・女性ならではの活動がよく分かった。
・女性ならではの気づき、女性にしかできないこともあると勉強になった。
・皆さんが、目的や役割をよく認識され、活動されていることが分かった。
・本日の大会をとおし、女性団員の入団も考えていきたいと感じた。
・女性団員の大まかな活動は理解できたが、もう少し詳細な部分も知りたいと思っ
た。
・入団の声かけの難しさを感じる。（入団適齢期の人間と、幹部の年齢差の関係が
難しい。）
・現在は、女性消防団員の数が少ないが、一つの分団ができるようにしていきたい
と考える。
・女性に出来る事は多いと思い、参考になった。
・明るく発表されている姿を見て、日頃から楽しく活動されているのが伝わってき
た。
・女性ならではの活動に感心した。所属へ持ち帰り活動内容を検討したい。

要　望 ・団員確保の広報活動の仕方、チラシなどご指導いただきたい。
・女性消防団員募集に関する資料があれば、提供していただきたい。
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